[前期第9問]
Aは、日頃Pを恨んでいたのもあって、小学校の同級生であるXに、「僕が日頃恨んでいる奴がいるんだけど、そいつを始末するのを手伝って欲しい」旨を伝え、Xはこれを了承した。しかし、Aは人を殺したことなんてなかったので、どのように殺害するかについては、Xに一任することにし、Xは、Pに睡眠剤を飲ませて、車で眠らせたまま、同人を崖からおとし、自動運転システムの暴走を装って殺害することを計画した。
令和7年3月28日午後10時ごろ、Aは、Pに対してXを紹介し、少し談笑を交わした後、3人で近くの海に遊びに行くことを提案した。Xは、車に乗る前に水が入ったペットボトルを一つ用意し、そこに睡眠剤（服用後数十分以内に効果が出る、市販の睡眠誘導剤に近い物）を混入させ、これをPに渡した。喉が渇いていたPはその場で飲み干し、Xに感謝の旨を伝えた。
同日午後11時ごろ、3人は近くの海の付近に到着した。Xは、Pに対して、「あそこの崖の上、ただで駐車できるらしいよ。近いし、あそこに駐車しよう。」と言い、近くの崖の上にある小規模の駐車スペース（3人がいた場所から歩いて5分程度のところ）の場所をPに教えたところ、Pは「ありがとう、でも眠すぎて運転できないや。君が代わりに運転してくれ。俺は後部座席で寝る。」と言い、後部座席で寝始めた。 Pが寝ていることを確認したAとXは、駐車スペースから少し離れたところに車をとめ、Xは、車に搭載されていた自動運転システムを使い、Xが事前に用意したコントローラーのボタンを押すとひたすら直進するよう設定をし、自身とAは少し離れたところでこれを見ることにした（尚、設定された自動運転システムは、運転者がなんらかの操作をしない限り、設定された内容に絶対的に従い、プログラムの異常などは考慮しないこととする）。
しかし、ボタンを押す前に、近くの工事現場から資材を倉庫まで運ぶためにダンプカーを運転していた作業員Bの前方不注意により、Pが乗っていた車と衝突し、Pを即死させた。以上の事実関係の下、Xの罪責を検討せよ。尚、特別法違反についての検討は不要とする。
参考判例:最決平成16年3月22日刑集58巻3号187頁/百選I(第8版)64事件

